
No.10
インド・釈尊あれこれ紀行

佐藤良純のインド渡
航歴40回

超！

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ

アショーカ王が建立した王柱で、奇跡的に完全な
形で残っているのはヴァイシャリのこの柱だけだ
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ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ
は
マ
ガ
ダ
国
の
首
都
、
ガ
ン
ジ
ス

河
南
岸
の
パ
ー
タ
リ
プ
ト
ラ
を
北
に
渡
っ
て
車
で
2

時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
パ
ー
タ
リ
プ
ト

ラ
に
は
宮
殿
の
列
柱
30
本
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
ガ

ン
ジ
ス
河
よ
り
低
い
土
地
に
あ
る
た
め
ほ
と
ん
ど
水

没
し
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
は
保
護
の
た
め
土
に
埋

戻
さ
れ
、
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
宮
殿
そ
ば
に
は
病
院
の
僧
坊
が
あ
り
ま
し
た
。

イ
ン
ド
の
医
学
は
古
く
か
ら
発
達
し
て
お
り
、
チ
ャ

ラ
カ　

サ
ン
ヒ
タ
ー
（
内
科
）、
ス
シ
ュ
ル
タ　

サ

ン
ヒ
タ
ー
（
外
科
）
の
医
学
書
が
あ
り
ま
し
た
。
外

科
手
術
の
用
具
の
実
物
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
療

内
科
も
あ
り
、
医
師
の
心
得
と
し
て
倫
理
学
、
論
理

学
を
学
ぶ
こ
と
が
必
修
で
し
た
。
内
科
に
は
、
ホ
モ

エ
パ
シ
ー
と
呼
ば
れ
る
療
法
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
例
え
ば
熱
の
高
い
患
者
に
は
さ
ら
に
熱
の
上
が
る

薬
を
服
用
さ
せ
、
熱
を
下
げ
る
療
法
で
す
。

　

釈
尊
と
縁
の
深
い
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ
で
す
が
、
こ
の

No.10佐藤良純のインド・釈尊あれこれ紀行
インド渡航

歴40回超！

パータリプトラに残る列柱30本の跡。
現在は土中でみることができない。
写真は50年前に著者が撮ったもの

池川から全景を望む。この遺跡の周
りには建物はなく、林と野原が広
がっている（写真左上下）
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ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ
に
住
ん
で
い
た
リ
ツ
チ
ャ
ビ
の
人
々

は
共
和
制
の
政
治
体
制
を
整
え
て
お
り
、
三
種
の
投

票
方
法
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
公
開
投
票
、
つ
ま

り
全
て
の
人
々
が
判
る
投
票
、
二
つ
め
は
部
分
的
公

開
投
票
、
つ
ま
り
知
ら
せ
て
良
い
人
に
は
公
開
す
る

方
法
、
三
つ
め
は
誰
に
も
分
ら
な
い
秘
密
投
票
で
、

こ
の
形
を
と
る
間
は
リ
ツ
チ
ャ
ビ
の
人
々
は
絶
体
に

滅
び
な
い
と
仏
典
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
で
行
わ
れ
た
第
二
回
の
仏
典
結
集　

で
は
、

経
と
律
（
教
団
の
規
則
）
の
再
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

釈
尊
が
亡
く
な
り
百
年
が
経
ち
、
規
則
を
勝
手
に
解

釈
す
る
者
、
例
え
ば
太
陽
が
正
午
を
過
ぎ
て
も
食
事

を
し
て
よ
い
な
ど
、
が
多
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

　

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ
と
い
え
ば
、
完
全
な
形
の
ラ
イ
オ

ン
を
頭
柱
に
持
つ
ア
シ
ョ
ー
カ
王
建
立
の
塔
が
有
名

で
す
。
ま
た
、
猿
が
釈
尊
に
蜜
を
捧
げ
た
場
所
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
村
に
住
ん
だ
遊
女
ア
ン
バ

パ
ー
リ
ー
の
マ
ン
ゴ
ー
園
の
跡
も
あ
り
ま
す
。
当
時

地元インドの仏教徒にとって聖地と
なるヴァイシャリ。
遠く王柱を仰いでの祈り

釈尊の生涯を描いた絵伝木彫り。
この地で猿が釈尊に蜜を捧げた、
といわれている
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さ
と
う
・
り
ょ
う
じ
ゅ
ん　

昭
和
７
年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和
34
年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成
14
年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
へ
の
初
渡
航
は
昭
和

38
年
、以
来
イ
ン
ド
へ
訪
れ
る
こ
と
、40
有
余
回
。
著
書
に
『
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
』、『
釈
尊
の
生
涯
』
な
ど
多
数
。

佐
藤
良
純 

大
正
大
学
名
誉
教
授

の
遊
女
は
最
上
の
教
育
を
受
け
て
い
て
、
最
も
高
い

知
識
、
識
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
に
は
維
摩
居
士
と
い
う
在
家
の
仏

教
知
識
人
も
住
ん
で
い
て
、
そ
の
家
は
訪
れ
る
人
々

の
人
数
に
よ
っ
て
広
さ
が
変
化
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま

す
。
教
え
は
大
乗
仏
教
、
空
思
想
で
し
た
。
そ
の
場

所
は
維
摩
の
方
丈
と
呼
ば
れ
維
摩
居
士
の
懐
の
大
き

さ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ヴ
ァ
イ
シ
ャ
リ
に
は
千
人
の
子
供
を
持
つ
鹿
母
の

寄
付
し
た
鹿
母
講
堂
も
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、ヴ
ァ

イ
シ
ャ
リ
の
北
に
イ
ン
ド
で
一
番
大
き
い
ケ
サ
リ
ヤ

の
ス
ト
ウ
―
パ
が
あ
り
ま
す
。
北
へ
向
か
う
釈
尊
を

慕
っ
て
き
た
、
リ
ツ
チ
ャ
ビ
の
人
々
を
あ
き
ら
め
さ

せ
る
た
め
に
、
大
き
な
川
を
造
ら
れ
た
と
さ
れ
る
所

で
す
。
何
層
も
の
階
段
状
で
一
番
下
の
基
壇
は
百

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
各
層
に
多
く
の
仏
像
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。
塔
の
前
の
沼
地
に
は
僧
坊
の
跡
が
未
発

掘
の
状
態
で
眠
っ
て
い
ま
す
。

筆
者
と
王
柱

王柱の上にはライオンが
彫られている

（写真協力　梅窓院広報部　トラベルサライ）


